
支部保険者機能強化予算による事業実施結果
および実施計画の変更について
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資料３（別添２）

予算額は非表示としています
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ジェネリック医薬品の使用促進の課題

郡市別にみると、かなりのバラツキがある
（伊勢原、厚木、秦野、小田原の使用割合が低い）

年齢別にみると、若年層の使
用割合が低い

※協会けんぽのH31.4分データ（医科・DPC・歯科・調剤分）に基づいて作成しています。
※町・村については、所属する郡を単位として使用割合を表示しています。

神奈川県内の郡市別の後発品数量割合
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※協会けんぽのH31.4分データ（医科・DPC・歯科・調
剤分）に基づいて作成しています。
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目標
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神奈川支部のジェネリック医薬品使用促進の取り組み

•ジェネリック希望シールの配布

• 「軽減額通知」等の送付

•電車中吊り広告、ラジオＣＭ、ＷｅｂＣＭの実施
加入者向け

•各種研修会における広報の実施

•個別の事業所訪問によるお願い
事業主向け

•使用割合などを掲載したお知らせの送付

•個別の医療機関・調剤薬局訪問による課題等のヒアリング

医療機関・

調剤薬局向け
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若年層ジェネリック使用促進通知（加入者向け）

2020/10/15

【パターンＡ】「飲みやすさ」を強調

神奈川支部独自実施

【パターンＢ】「軽減額」を強調◆年２回（８月、２
月）の軽減額通
知を補完する取
り組み（令和元年
１０月実施）。

①公費対象者の
使用促進に向け、
０～１５歳の被扶
養者がいる被保
険者に使用促進
通知【パターンＡ】
を発送。

②自己負担があ
る層には、 【パ
ターンＢ】を送付。
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令和元年度実施事業
令和２年度の実施を中止
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若年層を対象としたジェネリック医薬品使用促進通知（加入者向け施策）

➢ 年2回（8月、2月）実施するジェネリック医薬品軽減額通知サービスを補完する取り組みとして、
神奈川支部独自の促進通知を令和元年10月に実施（通知対象者30,000名のうち、約14,000名に通知）。

実施概要

①公費対象者の使用促進
に向け、０～１５歳の
被扶養者がいる被保険者に
「飲みやすさ」を強調したうえ
で送付。

効果測定

●効果検証方法

➢ 通知者全体（約14,000名）及び非通知者全体（約15,000名）それぞれが、通知時点で使用していた
先発医薬品が、同等のジェネリック医薬品に切り替わった方を切替者とみなし、切替率の比較を行った。

●検証結果
➢ 通知者と非通知者のジェネリック医薬品への切り替え率は通知者：10.3％、非通知者：9.9％であった。

両者にわずかな差がみられたものの、顕著な効果があるとは言えなかった。

②自己負担がある層には、
ジェネリック医薬品に切り替えた
際の「軽減額」を強調したうえで
送付。

【令和元年度予算執行額】 6,050,000円（税込）

【令和２年度予算計画（実施中止）】 予算金額未表示
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YouTube・SmartNews等によるWEB動画広告（加入者向け）

神奈川支部独自実施

ジェネリック医薬品は単に「安価」だけではなく「安心・安全」であるという気付きを
加入者（患者）の皆様に与えることで、漠然とした不安を払拭するための広報を実施
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「ジェネリックの歌」（歌詞） 画像（抜粋）

私カン違いしてたの！

気になるあいつは優しさ届けて

未来繋ぐよ

Medicine for the Future!!

かわるかわるよ飲みやすく

味も形もEvolution!!

気楽に相談

安心安全

医療費削減

「ジェネリックでお願いします」

ジェネリック♪

ポイント② 広報内容

「歌」と「踊り」で加入者（患者）
のジェネリック医薬品に対しての
安全性を訴求

「ジェネリック医薬品軽減額通知
サービス」の発送に合わせて
広報を実施

ポイント③ 実施時期

ポイント① 広報媒体

多くの方が視聴するYouTubeに
加え、ニュースアプリやLINE配信
など、複数のメディアで実施

令和2年度実施事業
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生活新聞・交通広告（加入者向け）

WEB広告とあわせて、幅広い媒体を利用した広報を実施。

【生活新聞】 リビング新聞横浜版で実施
•子育て世代（２０代後半から４０代等）が読者層

•暮らしの情報を入手し、必要な時に見返す保管性
の高い媒体

【交通広告】
JR東日本、横浜市営地下鉄、相模鉄道
・横浜エリアを中心に広く網羅することを意識し、
車内広告での認知拡大から理解促進までを展開

神奈川支部独自実施
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神奈川県薬剤師会
と協働し、座談会を
実施し、記事化

神奈川県担当課の
コメント記事を掲載
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Ｗｅｂ広告、生活新聞、交通広告の実施について（加入者向け施策）

➢ 横浜エリアを中心とするJR東日本、横浜市営地下鉄、相模鉄道の車内にて、交通広告を実施。

実施概要

●交通広告の実施

●Web広告の実施
➢ 動画配信サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」のインストリーム広告（動画広告）やニュースアプリ等

キャッチアップ広告（動画広告）を実施。

効果測定

●各広報媒体における認知率
➢ 広報媒体別でみると、生活新聞広告の認知率が最も高い結果となった。

※各広報媒体の認知率 生活新聞広告：21.0％、Web広告：17.4％、医療機関広告：15.8％

●アンケート結果及び期待される効果

➢ 広報認知者全体のアンケートでは、「内容理解度（68％）」「好感度（64.6％）」「製品魅力度（56.4％）」
となっており、広告内容の評価においては一般的な評価と比較して高い結果が出ており、これまでジェネリック医薬品
を使用していなかった層の切り替えが期待できる。

【予算執行額】 10,208,000円（税込）

●医療機関広告及び生活新聞広告の実施
➢ 病院、クリニック、薬局などでの情報発信。
➢ 子育て世代が読者層である、リビング新聞横浜版にて広告を実施。

➢ 前回のWeb広告等の実施時期（令和2年2月）のジェネリック医薬品軽減額通知サービスでは、切り替え率の
全国比が0.5ポイント縮まっており、今回の広報実施においてもジェネリック医薬品への切り替えが期待できる。



【機密性２】
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事業実施計画の変更案について

令和元年度（実施済） 令和２年度（計画・実施等） 令和２年度変更後計画

若年層を対象としたジェネリック
医薬品使用促進通知

（執行額：6,050,000円）
⇒顕著な効果は見えず

若年層を対象としたジェネリック
医薬品使用促進通知
（予算：未表示）
⇒実施を中止

（令和元年度実施後の効果が
見られなかったため）

ー

交通広告、ラジオCM、Web広告
（執行額：8,558,000円）
⇒効果あり（認知率やアンケー
ト結果より、ジェネリック医薬品
への切り替えが期待できる）

Web広告、医療機関広告、
生活新聞広告、交通広告

（執行額：10,208,000円）
⇒実施済み（効果あり）

（高い認知率を得ることができ、
行動変容につながると考えられる）

新たにWeb広告等を実施予定
（予算：未表示）

ー
フリーペーパーを活用した広告掲載

（予算：未表示）
⇒Web広告に変更

（配布先が限定されるため）

新たにWeb広告、Web
アンケートを実施予定
（予算：未表示）


